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県内の主要産業 (15業種)の今期4-6月期現況と前期の比較

4-6月 期 (今期 ) 1-3月期 (前期)

晴れ (好調) 1業種 電子部品。デバイス 0業種

⊂)薄 日 0贋調) 2業種 自動車用部品、自動車小売 ]業種 電子部品 デバイス

c)曇 り(普通) 4業種 機器黛賢差炉
報通信機械、精密機械、

2業種 自動車用部品、自動車小売

P輛側 3業種 1食料品製造、大型小売、ガソリンスタンド 6業種 食戦童璽肛程儒曇賃舗1醤蒻
機械、

4卜 雨(不調) 5業種 素儡
間建築、旅客、貨物、

6業種 奎嵩雀霙:逍、巣摯Z紆木工事、

県内の主要産業(15業種)のフー9月期の見通し

↑上昇 1業種 「一般機械J

メ やや上昇 7業種
「清報通信機械」、「電子部品 デバイスJ、 「精密機械」、「自動車用部品」、「機械器具卸J、

「自動車小売J、「貨物」

「食料品製造」、「大型小売J、「ガソリンスタンドJ、「ホテル 旅館」

「土木工事J、「民間建築J、「旅客J

→ 削 い 4業種

3業種

0業種

ヽ やや下降

↓下降

[調査内容]「業界の現況 |「業界見通しJは 県内対象企業怪宮者か業界景気をどう■ているかをアンケート:周査とヒアリング

証査を基に 当研究所が判断t,た 。

■調査時点 2olo年 6月 中旬-7月 上旬   ■調査対象企業  県内主要企業 15業種の ]87ネ :

[業界天気図]
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調査 レポート

地域密着型の小売支援や地場産品のブランド

化に取 り組む企業を紹介したい.事例 2で は

生産 者との連携を強化 し、農産物の11産 支援

や販路開″iに 取 り組む企業をみていきたい.

さらに Ji例 3では他の卸売業者の特徴的な取

り組みをみていきたい。

珈  小売三援で活路を見出す _  _
01 (株 )長野デラップス

本社 :駒ヶ根市 代表者 :増沢 良雄 氏

| | . :■‐11:|||:||:lil‐ |=|||1111■

(株 )長野デラップスは、創業
�
l初、地元産

木|オ を紙のように薄く削った包材である経木

(き ょうぎ)を 製造 していた.取引先の業容拡

大に伴い包材も経本からブラスチ ックフィル

ムをlj_っ た食占:lト レーなどに移行 した。その

後、包装資材御|を 本業として地元スーバーゃ

製販小売店向けにult売 するなど事業を拡大 さ

せていった.

同社は環境に西d慮 したエコロジーバッケー

ジ企画や地元デザイナーと組んだバッヶ―ジ

の企画にも取 り糾1ん でいる.包装資材を取引

先に卸すだけでなく、包装資材にデザイナー

が地元食材や特産品に合ったデザインでバ ッ

ケージを企l自iし 、「包むに とで魅ブリ的な商品

を作るといった企ll提案型の営業展開をRIっ

ている.lR引 /tの 商売繁盛のための販売支援、

さらには地域の活性化に繋げようと、Fl社の

ユニークなアイデアを駆使 して価lri向 11を H

指した取り組みが行われている.

|111111■ ||||‐
=11■

| ||||:||||■

同ネLは 、市や地′この JA、 民間企業で構成 さ

れるゴマプロジェク トチームに参加 している。

ゴマを駒ケ根市の名産にしようとロゴのデザ

インや ::'上 ゴマなど判7た な企画を提案 し、ゴ

マの地域ブランド化に貞献している.

ゴマの′L産量の増加に合わせ、1亡 元企業と

連携 し、収穫機の開発も進められている.滸
在的な地域資源の掘 り起こしや地元企業が持

つ技術を組み合わせ、 |けの中に商品として提

案 していくコーディネーターとして役割を同

社が担っている.

■‐■■ ■ ■■||:●1■  '■ ■ |-1
同社はバッケージにとどまらず、「 業メッ

セ出展企業の展4や ブースや、小売店内、サー

ビスエ リア内に設置する販売コーナーの仕器

の企画、H反売 も手掛けている.こ れは、包装

資材卸として培った商品を売るためのノウハ

ウを活かして進出した事業た,

イ1器・ Flも 東京の業者や広告代理店に依頼す

ると、顧客の事業や要望が反映されず、あり

きたりのデザインになってしまうこともある

が、同社は顧客の商ギ]を 十分にIT解 してデザ

インうる. さらにf「 器の設1置から:仮うtl人 況に

応 じたレイアウ ト変更など、その後の提案、

アフターフォローまで対応している.

同社は什器を直接製造するのではなく、地

元在住のデザイナーや木 li業 者、電気 I:fr業

者等と連携 して制作 している.地元のデザイ

ナーや安価なll料 を使用 しているため、他業

者に比べ什器の販売価格は抑lえ られる.什器

の取扱増加によって、同社の本米である包装

▲地元デザイナーと連携したパッケージ商品
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資材等の販売機会、販売量を増加させること

を日的としている.

1社 の今後の事業展開として、「商71づ く

りへの関
`,を

さらに増や していきたいJと Jul

沢社長は意気込む.何かを変えなければと考

えているが、何をしたら良いのかわからない

という事業者が多く存イEし ている.こ うした

'J千 業者に対 して「顧客の日をり く、興味を持

たせるJと い )た ノウハウをさら|三 高め、オ

リジナル商品の企画 提案を行っていきたい

としている.

|'日 に|ま またまだやれることはたくさんあ

る。小さくてもr確感のある企業を目指 して

いく|と 増沢社長は話う■ 地元には地域独自の

食材や名産品、地元に根づいて活動を続けて

いるデザイナーなど、われわれが普段気づか

ない地域資源が多数rr在 している.こ うした

滞在的な地域資源をコーディネー トし、新た

な商|:占 を作り出しているのが同社である.

こうした地 jL企業やl也域の人々とともに手

間と‖キ間を費や し商品を倉Jり あげていくこと

は、中小‖lだからこそできる取り組みである
.

コーディネート機能を高める

丸西産業 (株 )

本社 :飯 田市 代表者 :山下 大輔 氏

丸西産業 (株 )で はかつて肥料、農薬、農業

資|オ卸|を 本業としていた.安い海外農産物と

の競 ilも あり、 I「場の成長は鈍化し、生産と、

作 fヽ1面積が減少 した.肥料 農業を扱 う‖1は

特約店市」度の制約で他地域への事業展開もで

きないことから、コ|か ら小売へ fr業 を拡大し

た こうして、 月巴料につ tヽ て |ま ′卜lt割 合が

15%か ら85%ま で増えた.

その後、 同社は米、采樹に比べ肥料使II:量

が多い野菜に着日し、川 1村のレタスllK培 農

家に肥料や農業の販売を始めた. 当時の川 L

村で |ま連作により収量、品質が低 ドする中で、

片手農家が有機肥料技培を志F」 しはじめ、そ

れに合った月巴料を同ネtが提,tで きたこともあ

り、契約農家を獲得することができた.謂1質

の高い農作物を作り、それに見合った価格を
′
1ら 付けたいと考える農家に対して nl社 が販

路を提供できたことも、契約に至ったI里 山で

あった.

また、新たなllk路 として普及しつつあった

持ち帰 り弁当,iへ野菜の納人も始めた 同社

は他社に先駆け、生産コストの積み 11げ によ

る根拠のある見積もりを販売先に示して営業

した 弁
｀
1業 者にとっては製造コストが計算

できるといったメリットがあった.そ の後、

大
「

コンビニエンスス トアの弁当を生産する

企業との契約が決まり、順調に売 り 11げ を仲

ばしていった.

1■ ‐■■・|||111■ ■■
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1996年にはレタスの通年供給体制の構築に

着手 した.夏季だけでなく年間を通 じた安定

出 lplが ‖l待 され、茨城県や九州へと契約農家

を拡げ、2005年 からはレタスに関 しては365

‖安定供給できる体制を構築した.

その後、産地直送ブームや生産段階から流

通経路を明らかにする トレーサビリテ ィに対

例

２

事

０

▲工業メッセ展示ブースを企画 (東京ビッグサイ ト)
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